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現
象
世
界
と
潜
象
世
界

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
昨
年
は
少
女
殺
害
、
構
造
設
計
偽
造
問

題
等
々
、
現
在
の
日
本
の
暮
ら
し
を
不
安
に

落
と
し
込
ま
れ
た
よ
う
な
事
件
で
暮
れ
ま
し

た
。現

代
生
活
の
安
心
の
象
徴
の
よ
う
な
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ホ
テ

ル
が
倒
壊
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
、
住
民
の

方
は
ど
ん
な
正
月
を
む
か
え
ら
れ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
人
の
心
に
潜
む
悪
魔
を
ど
う
退
治

し
た
ら
よ
い
の
か
？

私
た
ち
は
、
大
き
な
課
題
を
突
き
つ
け
ら

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

国東　富貴寺（国宝）
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お願い

 墓地へご参詣のみなさまへ　枯れたお花などは墓地奥の焼却炉へ

                                                塵かごがあります。

 納骨堂へご参詣の皆様へ　　お供えはお持ち帰り下さい。

檀信徒各位
　　　　　　　　

御忌法要の御案内

　聖　名、時下厳冬の候、ご尊家ご一統様ますますご清祥の
事と存じ、お慶び申上げます。
　お正月の様々な行事も早や終わり、平常の生活がもどって
まいりました。　
　例年１月の「御忌法要」を迎えることになりました。
　日本のお念佛の元祖、浄土宗開祖「法然上人」の第７９5
回忌のお祥月命日にあたる１月 25日の法要です。
　浄土宗久留米門中寺院ご出仕のもとに、下記の通り勤めま
す。
ご多忙の折り柄、恐縮乍ら、何卒万障お繰り合せご参詣くだ
さいますよう、ご案内申上げます。　　　　　　　合　掌

　　　　平成１8年上浣
　　　　　　　　　　　　　　　無量寺住職　堤　俊翁　拝
　※期　日 　１月２５日（水）午後 1時よりご回向、布教
　※布教師　　総本山知恩院布教師・島根県向西寺住職
　　　　　　　　　　　　　　　　　山上　光俊　上人
　※ご回向料　１霊に付き金１, ０００円以上御志納下さい。
    ※お供え米、お供え米料　随意ご志納下さい。　
　　　　　　ご本尊様のお供え、お花代等にさせて戴きます。
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浄土宗　久留米門中寺院　秘蔵
法然上人御一代記絵巻　六巻の内の一幅

平成１８年５月１３日（土）　年番御忌法要を勤めます。

約150年ほど前から浄土宗久留米門中寺院７か寺
（無量寺、西岸寺、池青寺、宗安寺、心光寺、西方寺、善福寺）

合同で法然上人の御忌法要を勤めてきました。
宮中より賜った六幅の法然上人一代記御絵伝を祀って回り持ちで

毎年行われています。この御絵伝は年に一度だけ開帳されるものです。
今年は無量寺が当番寺院です。

おまいり下さいますようお願いいたします。
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絵図に描かれた地獄の世界
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地獄があるから極楽の良さが引き立つ
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厭
え ん り え ど
離穢土 欣

ごんぐじょうど
求浄土

『往生要集』に描かれた 8大地獄

「
等と

う
か
つ活

地
獄
」

﹇
罪
状
﹈
生
前
、
殺
生
を
行
っ
た
も

の
。

﹇
刑
罰
﹈
等
活
と
は
「
ひ
と
し
く
よ

み
が
え
る
」
と
い
う
意
味
。
こ
の
地

獄
で
は
、
罪
人
同
士
の
、
の
べ
つ
ま

く
な
し
に
続
く
殺
し
合
い
と
、
地
獄

の
鬼
た
ち
に
よ
る
責
め
苦
が
行
わ
れ

、
た
と
え
死
ん
で
も
蘇
り
、
果
て
し

な
い
期
間
同
じ
罰
が
繰
り
返
さ
れ
る

。「
黒

こ
く
じ
ょ
う縄
地
獄
」

﹇
罪
状
﹈
殺
生
の
罪
、
さ
ら
に
盗
み

の
罪
を
犯
し
た
も
の
。

﹇
刑
罰
﹈
黒
縄
と
は
、
大
工
が
板
に

鋸
を
入
れ
る
線
を
書
く
道
具
。
こ
の

地
獄
で
は
、
熱
く
焼
け
た
鉄
の
縄
で
、

身
体
に
升
目
が
引
か
れ
、
鬼
た
ち
に

よ
っ
て
切
り
刻
ま
れ
て
ゆ
く
。
他
に
、

釜
ゆ
で
の
刑
な
ど
も
あ
る
。

「
衆し

ゅ
ご
う合
地
獄
」

﹇
罪
状
﹈
殺
生
の
罪
と
盗
み
の
罪
、
さ

ら
に
邪
淫
の
罪
を
犯
し
た
も
の
。

﹇
刑
罰
﹈
こ
の
地
獄
に
は
、
刀
の
よ
う

な
鋭
い
葉
が
茂
っ
た
木
が
無
数
に
生

え
て
お
り
、
罪
人
は
、
そ
の
樹
上
の

美
女
を
追
っ
て
何
度
も
上
り
下
り
す

る
こ
と
で
、
身
体
中
が
傷
つ
く
。

「
叫

き
ょ
う
か
ん喚
地
獄
」

﹇
罪
状
﹈
殺
生
の
罪
、
盗
み
の
罪
、
邪

淫
の
罪
、
さ
ら
に
飲
酒
の
罪
を
犯
し

た
も
の
。

﹇
刑
罰
﹈
そ
の
名
の
示
す
と
お
り
、
こ

の
地
獄
に
堕
ち
た
も
の
は
苦
し
さ
の

あ
ま
り
、
泣
き
叫
び
許
し
を
乞
う
。

し
か
し
、
鬼
は
、
金
ば
さ
み
で
口
を

こ
じ
開
け
煮
え
た
ぎ
る
銅
を
流
し
込

み
続
け
る
の
で
あ
る
。

「
大

だ
い
ぎ
ょ
う
か
ん

叫
喚
地
獄
」

﹇
罪
状
﹈
殺
生
の
罪
、
盗
み
の
罪
、
邪

淫
の
罪
、
飲
酒
の
罪
、
さ
ら
に
嘘
の

罪
を
犯
し
た
も
の
。

﹇
刑
罰
﹈
叫
喚
地
獄
で
受
け
た
苦
相
と

ま
っ
た
く
同
じ
内
容
だ
が
、
前
四
つ

の
地
獄
の
一
切
の
苦
し
み
の
十
倍
も

の
重
い
苦
し
み
を
受
け
る
。
ま
た
、

嘘
を
つ
く
と
舌
を
抜
か
れ
る
と
い
う
、

よ
く
言
わ
れ
る
刑
罰
は
、
こ
の
地
獄

に
付
随
す
る
小
地
獄
の
受
無
辺
苦
に

あ
た
る
。
舌
は
何
度
も
再
生
し
、
そ

の
つ
ど
罪
を
受
け
る
。

「
焦

し
ょ
う
ね
つ熱
地
獄
」

﹇
罪
状
﹈
殺
生
の
罪
、
盗
み
の
罪
、
邪

淫
の
罪
、
飲
酒
の
罪
、
嘘
の
罪
、
さ

ら
に
邪
見
の
罪
を
犯
し
た
も
の
。

﹇
刑
罰
﹈
こ
の
地
獄
で
は
、
熱
し
た
鉄

の
棒
で
叩
か
れ
た
り
、
口
か
ら
肛
門

ま
で
鉄
串
で
突
き
通
さ
れ
た
り
し
た

上
で
、
地
獄
の
業
火
で
あ
ぶ
り
焼
き

に
さ
れ
る
。
そ
の
業
火
の
熱
さ
は
、

こ
れ
ま
で
の
地
獄
の
炎
が
涼
し
く
感

じ
ら
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

「
大

だ
い
し
ょ
う
ね
つ

焦
熱
地
獄
」

﹇
罪
状
﹈
殺
生
の
罪
、
盗
み
の
罪
、
邪

淫
の
罪
、
飲
酒
の
罪
、
嘘
の
罪
、
邪
見

の
罪
、
さ
ら
に
尼
僧
な
ど
聖
職
者
を
汚

し
た
罪
を
犯
し
た
も
の
。

﹇
刑
罰
﹈
受
け
る
刑
罰
は
、
こ
れ
ま
で

も
の
と
変
わ
ら
な
い
が
、
一
切
の
苦
し

み
を
十
倍
し
た
重
い
苦
し
み
を
受
け
る

こ
と
と
、
地
獄
に
堕
ち
る
前
に
時
間
を

か
け
て
大
地
獄
の
相
を
見
せ
つ
け
ら
れ

、
心
理
的
な
苦
痛
を
味
わ
う
こ
と
が
特

徴
で
あ
る
。

「
無む

け
ん間
地
獄
（
阿あ
び鼻
地
獄
）」

﹇
罪
状
﹈
父
母
や
聖
者
を
殺
す
な
ど
の

大
罪
を
犯
し
、
因
果
の
道
理
を
否
定
し

、
大
乗
仏
教
の
教
え
を
そ
し
り
、
四
つ

の
大
切
な
戒
め
を
犯
し
、
不
当
に
信
者

の
施
し
を
受
け
た
も
の
。

﹇
刑
罰
﹈
阿
鼻
と
は
無
間
の
こ
と
で
、

す
な
わ
ち
間
断
な
く
苦
し
み
を
受
け
る

地
獄
。
こ
の
地
獄
の
実
際
の
様
子
を
誰

か
が
聞
い
た
も
の
は
血
を
吐
い
て
死
ぬ

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
、
想
像
を
絶
す
る

苦
し
み
を
味
わ
う
。
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作り方
　1. 薄く輪切りにしたきゅうりと、千切りにした大根、
　人参を塩もみしておく。
　2. こんにゃくは短冊切りにして、砂糖、醤油でうす
　味をつけ、さましておく。
　3. すり鉢でよくすったごまに絞った豆腐を入れ、よ
　くすりつぶす。
　4. (3) の半分に (1) を入れ、酢、砂糖大さじ 3杯、酒、
　醤油少々を入れて味を整える。
　5. (3) の残りの半分に (2) を入れ、砂糖大さじ 3杯と
　酒で味をつける。

　作ってみよう
　　　　精進料理

材　料

 大根 150g
 人参 1/4 本
 きゅうり 1/3 本
 もめん豆腐 半丁
 こんにゃく 1 枚
 いりごま 大さじ 4杯
 砂糖 大さじ 6杯
 酢 大さじ 2杯
 塩・醤油・酒 各少々

｛浄土宗かるな｝より

【白和え】

大本山善導寺大殿にお
いて　開山忌法要導師
の委嘱伝達式が行われ
ました。
九州内約 500ヵ寺の中
から毎年　数か寺の住
職が勤めています。

御法主
阿川文正台下
と共に

大本山　善導寺開山忌法要脇導師を拝命さる

平成18年 3月 27日から厳修されます大本山善導寺の
開山忌法要の開白法要で御法主阿川台下の右導師を
勤めることになり、委嘱状の伝達式がありました。
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香林山　冷智院　無量寺　

機関誌　こうりん　
第 41号　　　平成 18年 1月 1日発行

〒 830-0044　福岡県久留米市本町 8-4
TEL 0942-32-3010　　FAX0942-32-2701

郵便振替口座　01750-7-16114
URL      http://www.muryoji.net
E-mail   info@muryoji.net

使用済みのカードはありませんか？

使用済みのプリペイドカード ( テレフォンカード、ハ
イウエイカードなど ) がありましたら、お寺へ御持参
下さい。国際協力事業団（JICA) を通じて、世界中の
子供達の医薬品や医療器具などを購入するための資金
を得る活動に役立てていただきます。
世界中のカード収集家に販売してその収益が当てられ
ます。
写真や絵など図柄が美しいものが、喜ばれます。

だるまさん
年間 ５回の法要（御忌、彼岸、施餓鬼、十夜）の法話、
念佛講、１４日会等に参加された方に渡しています。
１００だるま以上集められた方には無条件で、お戒名
に院号をお贈りします。お札に名前を書いて保管して
おいて下さい。

つばき寄進者

平田　愛子殿

本堂の椅子を寄進していただける方
ございませんか？

法要の時いす席が不足しており、お参りの方が床に
座ったりされています。
できるだけ多くの方が座れるよう椅子を増やしたい
と思っています。
お志のある方、ご寄進していた
だけないでしょうか？

※詳しくは、お寺に問い合わせ
　下さい。

お願い　　　住所変更のある方はお寺にお知らせ下さい。

　　　　　　市町村合併、地番変更、引っ越し等々で変更がありましたら、お知らせ下さい。
　　　　　　また、住所の表記も詳しくお願いします。枝番までよろしくお願いします。


